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3.2.4 施工計画 

3.2.4.1 施工方針 

本計画は日本国の無債資金協力の枠組みで実施されることを想定し、施工方針として下記

の事項を考慮する。  

－雇用機会の創出、技術移転の促進、地域経済の活性化に資するため、現地の技術者、労務

者及び資機材を最大限に活用する。  

－本計画が円滑に実施されるように「パ」国政府、コンサルタント及び建設業者間に緊密な

連絡体制を確立する。  

－道路工事は効率的な資材の搬入と機材の稼働を基づいた仮設計画を立案する。そのために

現地の地形、地質状況等を十分に把握し計画に反映させる。 

－構造物工事は、老朽化した上部工の撤去が必要となる場合も、上部工撤去工事中に再利用

対象構造物を損傷させない十分な対策を考える。  

－降雨形態、資機材調達に必要な期間、適切な施工方法の採用等を考慮し現実的な施工計画

を立案する。  

－現況交通流を著しく遮断せず、不都合が生じないような迂回路計画、及び現場作業工程を

立案する。 

 

3.2.4.2 施工上の留意事項 

本計画実施に際しての留意すべき事項を以下に示す。 

(1) 労働基準の遵守 

建設業者は「パ」国の現行建設関連法規を遵守し、雇用に伴う適切な労働条件や慣習を尊

重し、労働者との紛争を防止すると共に安全を確保するものとする。  

 

(2) 工事期間中の環境保全  

工事開始前に「工事許可証」を受領する際、許可の前提となる環境側面の遵守事項につい

て配慮して工事の指導・監督に当る。 

更に、現状の環境保全を前提に既存構造物撤去に伴う廃材処分、残土処理、盛土工事、舗

装工事等の行為で発生する粉塵、濁水などをして配慮して工事の指導・監督に当る。 

 

(3) 現場の通信手段の必要性  

本計画橋梁現場には、電話通信のインフラが全く整備されておらず通信手段が無く、施工

管理体制、工事に関わる要員の安全管理体制上、最低限必要な通信設備を考慮する。 
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(4) 現地慣習の尊重  

施工計画の立案に際し、現地の宗教上及び現地慣習に従った作業日程を考慮する。 

 

(5) 交通安全の確保  

本工事は既設カルバートの改修であるため、工事中は迂回路工事を行う必要がある。工事

進行に伴い安全に留意しつつ、且つタイムリーに現道交通を円滑に走行させる迂回路を建設

し、整備維持管理できるような効率的で合理的な交通の切り回し道路計画を考慮する。 

 

(6) 通関事情 

輸入・荷下し及び通関手続き等の所要日数を考慮し、余裕を持った施工計画を立案する。 

 

(7) 工程調整 

「パ」国側の負担工事の作業進捗を十分に確認・調整する。 

 

3.2.4.3 施工区分 

本プロジェクトを実施するにあたり、日本国及び「パ」国両政府のそれぞれ負担事項の概

要については以下のとおりである。 

(1) 日本国側の施工負担範囲 

1) 対象区間の道路の改修及び同区間の横断排水構造物の改修  

－土工、舗装工、路肩工等の道路工事、及び工事に係る必要な仮設工事 

－横断排水構造物工事、及び工事に係る必要な仮設工事 

－仮設施設（ﾍﾞｰｽｷｬﾝﾌﾟ、事務所、倉庫等）の設置 

 

2) 資機材の調達 

「3.2.4.6 資機材調達計画」で示された道路および構造物の建設資材及び建設機械の調達 

 

3) 安全対策 

工事実施に係る安全管理及び対策 

 

4) コンサルタント業務 

「3.2.4.4 実施設計及び施工監理計画」で示した実施設計、入札・契約書の作成、入札の補

助及び工事の施工監理 
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(2)  ｢パ｣国の施工負担範囲 

1) 工事許可証の取得 

 施工業者入札前に、NHA による本計画に関わる工事許可証を取得する。 

 

2) 通関､免税処置 

 工事資機材の輸入品に関して、工事開始前までの輸送開始まえまでに、輸入品リストを挙

げ、「パ」国の港湾施設での通関，免税処置の便宜供用。 

 

3)  土地収用及び保障物件 

「工事施工計画」で示されたベースキャンプなどの施設の建設に必要な用地の確保、建設

に伴い発生する廃棄物処分場・残土処分場の確保。 

 

4) 公共施設の移設他 

－仮設ヤード(キャンプヤード、事務所、コンクリートプラント等敷地)、の確保 

－工事に必要な採石場、土取り場、既存橋の撤去により生じる廃材処分場などの提供 

 

5) その他． 

－本計画実施に従事する日本人及び第三国人(｢パ」国民以外)の入国、滞在などに対しての

便宜供与 

－「パ」国政府が課す関税、国内税、その他税政上の課徴金等の免除または払戻し 

－カウンターパートを指名し、その要員の交通手段、経費の確保 

 

3.2.4.4 実施設計及び施工監理計画 

(1) コンサルタント業務の実施工程 

本事業の実施にあたっては、まず日本国及び「パ」国の両政府間で本事業の無償資金協力

に係わる実施設計のための交換公文(E/N)の締結が行なわれることが前提となる。交換公文締

結後、コンサルタントは JICA より発給される推薦状を基に日本の無償資金協力の範囲及び

手順に従い、「パ」国政府の実施機関である NHA との間でコンサルタント契約を結ぶ。契約

後、実施設計、入札補助業務及び施工監理と進める。以下コンサルタント契約に含まれる主

な業務内容を示す。 

1) 図書作成段階(実施設計段階) 

基本設計調査報告書の結果に従い、各施設の実施設計を行い、入札図書を作成する。以下

の図書を準備し、NHAの承認を得る。  

－設計報告書 
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－設計図 

－入札図 

2) 入札段階 

NHAは、コンサルタントの補佐の下、一般公開入札により日本国籍の工事業者を選定する。

この入札及び工事契約に参加する｢パ」国政府の代理人は、契約にかかわる承認権をもつ者と

技術分野の判断可能な者である必要がある。入札段階でのコンサルタント補佐業務は以下の

とおりである。 

－入札公示 

－事前資格審査 

－入札及び入札評価 

－契約 

3) 施工監理段階 

業者契約の締結後、コンサルタントは工事着工指示書を発行し施工監理業務に着手する。

施工監理業務では工事進捗状況を NHAに報告するとともに、業者には作業進捗、品質、安全、

支払いに関わる業務、及び工事に関する改善策、提案等を行う。またイスラマバードの日本

大使館及び JICAパキスタン事務所に対し報告を行う。また、施工監理の完了から 1年後、暇

疵検査を行う。これをもってコンサルタントサービスを完了する。 

 

(2) 実施体制 

実施設計、工事入札及び施工監理の各段階でのコンサルタントの要員配置及びその責務は、

以下のとおりである。 

1) 実施設計及び入札図書作成 

実施設計、工事入札の各段階でのコンサルタントの要員配置及びその責務は、以下のとお

りである。チーム編成にともなう各技術者とその役割は以下のとおりである。 

技術者 役割 M／M 数 

(1) 業務主任 全体統括 6 

(2) 道路設計(1) 道路設計全般の管理、設計計画、平面縦断設計 6 

(3) 道路設計(2) 横断設計、土工計画 4 

(4) 道路調査 道路状況詳細調査 2 

(5) 舗装設計 舗装構造設計、材料ソースの確定 4 

(6) 舗装調査 舗装状況詳細調査 2 

(7) 道路横断構造物設計(1) 横断構造物等の構造物設計全般の管理 5 

(8) 道路横断構造物設計(2) 構造物設計, 設計 CAD 4 

(9) 道路横断構造物調査 横断構造物等の詳細調査 2 

(10) 施工計画／積算 施工計画・積算 5 

(11) 入札図書 入札図書作成 4 
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また、この実施設計業務には入札図書の作成業務も含まれる。本計画は日本国の無償資金

協力によるものであることを念頭におき、入札図書作成では以下の事項に考慮する。 

－入札指示書、契約書の書式等は、日本の無償資金協力のガイドラインに沿ったものとす

る。 

－技術仕様書は、｢パ｣国側の技術仕様書を考慮しながら、十分な品質を確保する事を主眼

に置き作成する。 

－入札図書作成業務要員は、基本設計調査、実施設計に係わる設計内容を熟知した者を主

体とする。 

 

2)入札業務補助の実施体制 

－業務主任：入札業務が円滑に遂行されるための調整業務、全ての事項に関する総括責任 

－入札スペシャリスト：入札図書の照査、入札公示、入札及び入札評価に係わる諸業務 

－入札補助要員：入札図面類の照査、入札スペシャリストの補助。コンサルタントによる

入札補助業務は、契約の成立、契約書の認証の確認を含む。 

 

3) 施工監理の実施体制 

必要と考えられる技術者とその役割を以下に示す。 

－業務主任：業務円滑遂行のための調整業務、常駐管理者の管理及び 

総括責任者 

－常駐監理者：現地に常駐し、技術管理、工程管理及び安全管理を実施する。 

－構造技術者：構造物工事の進捗に応じて発生する問題と設計上の詳細関連にて対応する。 

－材料技術者：材料の調達、試験に関しての体制づくりと発生する問題に対応する。 

 

 

3.2.4.5 品質管理計画 

施工管理計画における品質管理基準に従い、試験費を計上する。具体的には、前述したと

おり、ベースキャンプ内に試験室を設け、コンクリートの品質管理試験を行える設備を最小

限日本からの調達を想定した。また試験室には、技術スタッフを配置して、現場の施工に対

応出来るような計画とした。本計画の建設に伴う主な品質管理計画を下表に示す。 
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表 3.17 品質管理項目一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.4.6 資機材調達計画 

(1) 建設資材調達 

表 3.18 に主要建設資材の調達可能先を示す。 

表　　　　　　品質管理項目一覧表

試験方法 試験頻度

路盤(砕石〕 配合材料 液性限界、塑性指数 配合毎

粒度分布(配合）

骨材強度試験(TFV)

骨材密度試験

最大乾燥密度(締固め試験)

敷設 密度試験（締固め率） 1回／日

プライムコート 材料 瀝青材 品質証明書 材料毎

・タックコ一ト 保管・散布時の温度 配送毎

アスファルト 材料 瀝青材 品質保証書・成分分析表 材料毎

骨材 粒度分布（配合) 配合毎、1回／月

吸水率 材料毎

骨材強度試験(TFV)

配合試験 安定度 配合毎

フロー値

空隙率

骨材空隙率

引張強度（Indirect)

残留安定度

設計アスファルト量

舗設 混合時の設定温度 適宜

敷きならし時の温度 運搬毎

サンプリング・マーシャルテスト 1回／日程度

コンクトリート 材料 セメント 品質証明書、化学・物理試験結果 材料毎

水 成分試験結果 材料毎

混和剤 品質証明書、成分分析表 材料毎

細骨材 絶乾比重 材料毎

粒度分布、粗粒率

粘土塊と軟質微片率

粗骨材 絶乾比重 材料毎

粒度分布(混合)

圧縮強度試験(供試体Cube) 配合毎

打設時 スランプ(Concrete) 材料毎

空気量 材料毎

温度 材料毎

強度 圧縮強度試験(7日、2８日〕 材料毎

鉄筋 材料 品質証明書、引張試験結果 ロット単位

支承 材料 品質証明書、引張試験結果 ロット単位

PC鋼線等 材料 品質証明書、引張試験結果 ロット単位

項目

配合試験時

    

最大密度 
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表 3.18 主要建設資材の調達可能先 

 
資材 現地調

達 

日本調

達 

第三

国 

備考 

道路用砕石・ｺﾝｸﾘｰﾄ用骨材（砂・骨

材） 

○   本計画で生産 

鉄筋 ○   品質、供給の安定 

木材（合板・角材・丸太） ○   現地で調達可能 

ｾﾒﾝﾄ ○   現地で調達可能。但し普通ﾎﾟﾙ

ﾄﾗﾝﾄﾞセメントのみ。 

ｱｽﾌｧﾙﾄ材 ○   原料を輸入した現地精製品が

可能 

燃料・潤滑材 ○   輸入品の現地調達が可能 

道路区画線ﾍﾟｲﾝﾄ・ビーズ ○   品質、供給の安定 

 
 

(2) 建設機械調達 

表 3.19 に主要建設資材の調達可能先を示す。 

 
表 3.19 主要建設資材の調達可能先 

 
調達区分 機材 

 現地 日本 第三国 備考 

ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ ○   現地調達を考慮 

ﾊﾞｯｸﾎｰ ○   現地調達を考慮 

ﾄﾗｸﾀｼｮﾍﾞﾙ ○   現地調達を考慮 

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ  ○  現地調達は可能であるが

車体性能の安定性に欠け

る。 

ﾎｲｰﾙ・ｸﾛｰﾗｰｸﾚｰﾝ 35t ○   現地で単発的に調達可能 

ﾓｰﾀｰｸﾞﾚｰﾀﾞ ○   現地調達を考慮 

ﾏｶﾀﾞﾑﾛｰﾗ ○   現地調達を考慮 

ﾀｲﾔﾛｰﾗｰ ○   現地調達を考慮 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾟﾗﾝﾄ  ○  日本調達 

ｱｼﾞﾃｰﾀﾄﾗｯｸ  ○  日本調達 

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄ  ○  日本調達 

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾆｼｬｰ  ○  日本調達 

桁製作・架設設備  ○  日本調達 

空気圧縮機  ○  日本調達を考慮 

水中ﾎﾟﾝﾌﾟ  ○  日本調達を考慮 

ｴﾝｼﾞﾝﾎﾟﾝﾌﾟ  ○  現地で調達不可能 

発動発電機（ﾃﾞｨｰﾃﾞﾙ）  ○  日本調達を考慮 

ﾗｲﾝﾏｰｶ  ○  日本調達 

 

3.2.4.7 実施工程 

日本の無償資金協力の手続きに基づき作成された事業実施工程表を表 3.20 に示す。 
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3.3 相手国側分担事業の概要 

3.3.1 我が国の無償資金協力事業における一般事項 

 「パ」国側分担の一般事項について、両国間で合意された協議議事録において既に確認さ

れているが、ここではその内容を以下に記述する。 

－建設の開始までに、事業の実施に要する用地を確保しておく。 

－認証された契約に基づく製品・サービスの供給に関して、受入国で生ずる関税、国内税

及びその他の公課を日本国民に対して免除する。 

－認証された契約に基づく製品、サービスの供給に関して、事業実施のために受入国に入

国し、または、滞在する日本国民に対し、それに必要な便宜を祉与する。 

 

3.3.2 本計画固有の事項 

 本計画における、パキスタン国政府の負担事項は以下のとおりである。 

 

表 3.21 「パ」国側分担事項 

 

No. 分担項目 具体的内容 発生費用見積り 

1 事業用地及び 

仮設用地の確保 

仮設事務所・宿舎等の仮設用地について借

地として用意する必要がある。(3.5Ha 4

年間) 

借地料 

3.5x4xRS125,000

=RS1,750,000 

(¥3,200,000) 

2 資材採取場所の確保 原石山、砂採取場所、土取場等の確保が必

要である。 

 

3 銀行口座開設と AP 費

用負担 

出来高支払額に応じた手数料が発生する。

(各 A/P に対して¥6,000 及び、各支払額の 1％) 

¥40,000,000 

(RS22,400,000) 

4 無償援助により建設さ

れたものの維持管理 

毎年の維持管理費が必要になる。 

 

別途｢運営・維持管

理費｣で算定 

合計 RS24,150,000 

(¥43,200,000) 

備考： RS=パキスタンルピー 
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3.3.3 相手国側への要望 

工事を円滑に実施していくために相手国側による以下の対応が必要とされている。 

1) 沿線住民への事業説明会の実施 

 本計画の実施が、交換公文の調印により公式に決定後、速やかに沿線住民もしくはその代

表者を集めた事業説明会を NHA主体で実施すること。 

 

2) 交通安全 

 工事期間中の交通整理員による指示に従うように、一般の道路利用者への周知徹底に関す

る対応。 

 

3) 過積載の自粛 

 工事実施中は、一時的な道路面状態の悪化が懸念されるため、過積載車はスタックや横転

のリスクが高くなり、工事・交通妨害の一因になりうる。よって、過積載車両について国道

25 線上のコントロールポイント等の関連機関と連携しつつ引き続き取り締まりの強化を図

ること。 

 

3.4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

本計画実施後の施設の維持管理に関して、以下の維持管理作業が必要になる。 

(1) 日常的維持管理 

 通年、特に雨期明けに必要となる補修等の作業を以下に示す。 

 －アスファルト表層面のパッチング（穴埋め） 

－必要に応じた路盤の補修 

－路肩整形(法面整形) 

－構造物の補修 

 

(2) 定期的維持管理 

 －路盤補修 

 －表層打ち変え（オーバーレイ） 

 －路肩補修 

 －構造物の補修 

 

現在、上記の維持管理作業は NHA のクズダール事務所（Khuzdar Unit）が地元の建設会

社に外注方式で実施しており体制上の問題は無い。 
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3.5 プロジェクトの概算事業費 

3.5.1 協力対象事業の概算事業費 

(1) 日本国側負担経費 

日本の無償資金協力による概算事業費は表 3.22 に示すとおりである。 

この概算事業費は、暫定であり無償資金実施の決定に際して、日本政府により今後見直され

ることもありうる。即ち交換公文(E/N)上の供与限度額を示すものではない。 

 
概算事業費： 約 4,113百万円 

 

表 3.22 概算事業費（日本国側負担） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「パ」国側負担経費 

「パ」側負担による概算事業費は、事業用地及び仮設用地の確保と銀行口座開設及び AP

費用負担に対して 24,150,000RS(¥43,200,000)が見積もられる。 

 

(3) 積算条件 

1) 為替交換レート  

１米ドル＝107.90 円 （2005年 2月時点） 

 

2) 施工期間 

実施期間は、実施設計（入札業務を含む）8.5ヶ月、建設工事 42ヶ月とし、実施工程は表 

3.20 に示すとおりである。 

 

3) その他 

－本プロジェクトは日本の無償資金協力の制度に従い、実施されるものとする。 

－上記の交換レートは、日本政府により見直されることもある。 

  1) 建設費 3,808

・伐開除根 5

・道路土工 366

・路床工 45

・法面工 30

・舗装工 884

・路肩工 111

・横断排水工 1,021

・用排水路工 30

・擁壁工 25

・付属施設工 90

・機械供用損料 352

・技能工派遣費 28

・現場管理費 307

・共通仮設費 270

・一般管理費 244

  2) 設計監理費 305

4,113

事業費区分 合計　（百万円）

合計
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3.5.2 運営・維持管理費 

前述の本計画の維持管理計画に従って維持管理費を算定すると、表 3.23 のようになる。 

 

表 3.23 主な維持管理項目と費用 

                                   （1RS=1.8 円） 

形態 ｻｲｸﾙ 維持管理内容 区間 仕様 単位 単価（RS) 作業量 回数 費用（RS）

日常 毎年 パッチング 新設分 全舗装面積の0.2% m2 196 654 9 1,152,914

既設分 全舗装面積の2.0% m2 95 7,475 9 6,418,207

路盤補修 新設分 全舗装面積の0.2% m2 109 654 9 640,475

既設分 全舗装面積の2.0% m2 109 7,475 9 7,319,716

路肩補修 新設分 全延長の0.2% m2 76 179 9 122,121

既設分 全延長の2.0% m2 76 2,048 9 1,395,671

構造物の補修 新設分 全延長の0.2% m 16331 3 9 399,431

既設分 全延長の3.0% m 16331 93 9 13,612,598

小計-I 10年累計＝ 31,061,133

1年あたり＝ 3,106,113

定期 8年目 路盤補修 新設分 全舗装面積の2.0% m2 109 6,541 1 711,639

既設分 全舗装面積の5.0% m2 109 18,688 1 2,033,254

オーバーレイ 新設分 全舗装面積の2.0% m2 196 6,541 1 1,281,016

既設分 全舗装面積の5.0% m2 95 18,688 1 1,782,835

路肩補修 新設分 全延長の3.0% m2 76 2,688 1 203,535

既設分 全延長の20.0% m2 76 20,480 1 1,550,746

構造物の補修 新設分 全延長の0.2% m 16331 9 1 145,215

既設分 全延長の1.0% m 16331 44 1 726,076

小計-II 8,434,317

日常・定期整備の合計-III (=I+II) 39,495,450

運営・管理費 IIIの10％ 式 - - 1 3,949,545

合計 43,444,995

1年当たり費用 4,344,500

円換算＝ 7,800,000  

上記試算により、日常・定期維持管理合わせて年間の費用負担は、434万 5000 ルピー（780

万円相当）である。これは 2004年の NHA維持管理予算 41.3億ルピーの 0.1%に相当するが

決して負担が困難な額とはなってない。 

 

3.6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

本計画対象区間が属するバロチスタン州は、中央政府に対して厳しい姿勢をとる民族的特

性がある。従って、事業実施に関し、関連する地元住民に事業効果等を十分説明し、事業に

対する理解を得ておく必要がある。また、工事期間中は、地元住民雇用に十分配慮する必要

がある。このように、特殊な地域特性を十分考慮した実施体制を構築していく必要がある。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 プロジェクトの妥当性の検証  
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第 4 章 プロジェクトの妥当性の検証 

4.1 プロジェクトの効果 

本プロジェクト対象区間カラロ～ワッド間道路はバロチスタン州を唯一縦断する国道 25

号線の一区間であり、本プロジェクト実施によりバロチスタン州全住民約 700万人に対する

裨益効果があると考えられる。 

 

1) 直接効果 

本調査により得られた結果を踏まえ、期待される直接効果を以下に示す。 

 

－安全走行上障害となっている道路線形が改良され(最大勾配が 10％から７％に減少、最小曲

率半径が 50mから 135m に緩和)安全性が向上し、交通事故数(事故件数：5年間平均で 120

件/年)が減少する。 

 

－約 30ヶ所の急カーブ、急勾配により通過車両の速度が 30km/hr程度に制限されているが、

本計画による道路改修により、60km/hr 程度を保持した安全な走行が可能になり、対象区

間利用者の到達時間の短縮が可能となる。 

 

2) 間接効果 

間接効果として以下の点が期待できる。 

 

－本プロジェクト区間を含む国道 25線は、パキスタンのカラチ港とアフガニスタン及び、中

央アジアを最短で結ぶ国道であるため、本プロジェクトにより国際道路としてのボトルネ

ックが解消されることで急速に進行しているアフガニスタン国の復興事業を支援すること

が可能である。 

 

－道路が改良されることにより乗合バス・救急車・通学バスの運行が円滑になり、沿線より

地域の中核となる町への移動が容易になる。その結果、救急輸送時間の短縮、就学機会の

増大等周辺住民の便宜改善につながる。 

 

－バロチスタン州の国道 25 号線沿線は、果物･野菜などの換金作物の栽培が盛んである。特

に、クェッタ周辺地域では果実栽培が盛んで、カラチ港より輸出もされている。このよう

に集荷された農産物を消費及び、輸出のためにカラチに早く確実に輸送させるためにも、

国道 25線のボトルネックを本計画で解消するのは地域住民に大きな生活改善効果がある。 
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4.2 課題・提言 

本計画の実施には、比較的建設工事が困難な区間を対象とする無償資金協力事業とパキス

タン国資金による建設事業の分担が綿密に連携していくことが必要である。また、本計画は、

国道 25線全体の改良に寄与するものであり、事業の連携についてお互いの担当者の間で親密

な意思の疎通及び詳細にわたる情報交換を行うことが重要である。 

 

4.3 プロジェクトの妥当性 

本計画は、カラロ～ワッド間道路の安全走行上問題のある区間を改修することにより交通

の走行安全を確保する目的を持つもので、パキスタン政府の求める主要幹線道路の改修政策

に直接的に寄与することにより本計画の妥当性が確認できる。また、日本の無償資金協力事

業とパキスタン国側の事業との協調により本計画を実現することにより、両国間の友好関係

増進に強く寄与する上でも本計画の妥当性が確認できる。 

 

4.4 結論 

本計画は、前述のように多大な成果が期待されると同時に、カラロ～ワッド間の交通信頼

性を向上させることにより、アフガニスタン国への復興に関与し、またパキスタン国全体に

対する円滑な物資の供給と価格の安定化に寄与するものであることから、協力対象事業に対

して、我が国の無償資金協力で実施することの妥当性が確認される。これらの成果を長期的

に機能させるための施設完成後の維持管理に関しても、相手国政府は十分に対応可能と考え

る。 
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資料１．調査団員氏名・所属 

 

 

基本設計現地調査時 

 

 
 
 

基本設計 DBD 現地説明時 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担 当 所 属 氏 名 

団長 国際協力機構 無償資金協力部業務第一 
グループ運輸交通・電力インフラチーム長 

荒津 有紀 

計画管理 国際協力機構 無償資金協力部業務第一 
グループ運輸交通・電力インフラチーム 

西形 康太郎 

業務主任／道路計画 （株）建設企画コンサルタント 井上 尚三 

道路設計 （株）建設企画コンサルタント 森田 秀明 

橋梁計画・設計 日本工営株式会社 東後 泉 

自然条件調査 日本工営株式会社 北村 雄一 

施工･調達計画/積算 （株）建設企画コンサルタント 小石川 一晴 

社会環境配慮/業務調整 （株）建設企画コンサルタント 茨木 央 

担 当 所 属 氏 名 

団長 国際協力機構 パキスタン事務所所長 山浦 信幸 

計画管理 国際協力機構 無償資金協力部業務第一 
グループ運輸交通・電力インフラチーム 

西形 康太郎 

業務主任／道路計画 （株）建設企画コンサルタント 井上 尚三 

道路設計 （株）建設企画コンサルタント 森田 秀明 

施工･調達計画/積算 （株）建設企画コンサルタント 小石川 一晴 



資料 2. 調査日程 

 

パキスタン国国道 25 号線（カラロ～ワッド間）改修計画基本設計現地調査日程表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 泊 日程 調査内容 日 泊 日程 調査内容 日 泊 所在 調査内容 日 泊 日程 調査内容 日 泊 日程 調査内容 日 泊 日程 調査内容 日 泊 日程 調査内容

1 7 金

8 土 1 H1
日本＞ｶﾗﾁ
10:45-22:50
TG641,501

移動 1 H1
日本＞ｶﾗﾁ
10:45-22:50
TG641,501

移動 1 H1
日本＞ｶﾗﾁ
10:45-22:50
TG641,501

移動 1 H1
日本＞ｶﾗﾁ
10:45-22:50
TG641,501

移動 1 H1
日本＞ｶﾗﾁ
10:45-22:50
TG641,501

移動

9 日 2 H4
ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
16:00-17:55

PK308
委託ﾈｺﾞ 2 H4

ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
16:00-17:55

PK308
委託ﾈｺﾞ 2 H4

ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
16:00-17:55

PK308
委託ﾈｺﾞ 2 H1 ｶﾗﾁ 委託ﾈｺﾞ 2 H1 ｶﾗﾁ 委託ﾈｺﾞ

10 月 3 H4 ｲｽﾗﾏ JICA・NHA 3 H4 ｲｽﾗﾏ JICA・NHA 3 H4 ｲｽﾗﾏ JICA・NHA 3 H1 ｶﾗﾁ 委託ﾈｺﾞ 3 H1 ｶﾗﾁ 委託ﾈｺﾞ

11 火 4 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 4 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 4 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 4 H1 ｶﾗﾁ 調査指示 4 H1 ｶﾗﾁ 調査指示

12 水 5 H2
ｲｽﾗﾏ>ｸｴｯﾀ
10:30-11:30

PK363
NHA・知事 5 H1

ｲｽﾗﾏ>ｶﾗﾁ
10:00-11:55

PK301
室内作業 5 H4 ｲｽﾗﾏ 積算調査 5 H1 ｶﾗﾁ 調査指示 5 H1 ｶﾗﾁ 調査指示

13 木 6 H1
ｸｴｯﾀ>ｶﾗﾁ
with NHA

現地調査 6 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 6 H1
ｲｽﾗﾏ>ｶﾗﾁ
19:00-20:55

PK309
積算調査 1 H1

日本＞ｶﾗﾁ
10:45-21:05
TG641,507

移動 6 H1 ｶﾗﾁ 調査指示 6 H1 ｶﾗﾁ 調査指示

14 金 7 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 7 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 7 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 2 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 7 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 7 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

15 土 8 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 8 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 8 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 3 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 8 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 8 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

16 日 9 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 9 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 9 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 4 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 9 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 9 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

17 月 10 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 10 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 10 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 5 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 10 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 10 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

18 火 11 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 11 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 11 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 6 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 11 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 11 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

19 水 12 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 調査まとめ 12 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 調査まとめ 12 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 調査まとめ 7 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 調査まとめ 12 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 調査まとめ 12 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 調査まとめ

Eid 20 木 13 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 13 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 13 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 8 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 13 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 13 H1 ｶﾗﾁ 団内協議

Eid 21 金 14 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 14 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 14 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 9 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 14 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 14 H1 ｶﾗﾁ 室内作業

Eid 22 土 15 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 15 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 15 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 10 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 15 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 15 H1 ｶﾗﾁ 室内作業

23 日 16 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 16 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 16 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 11 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 16 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 16 H1 ｶﾗﾁ 室内作業

24 月 1 H1
日本＞ｶﾗﾁ
10:55-22:25
CX501,701

移動 17 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 17 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 17 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 12 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 17 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 17 H1 ｶﾗﾁ 団内協議

25 火 2 H1 ｶﾗﾁ<>現場 現場調査 18 H1 ｶﾗﾁ<>現場 現場調査 18 H1 ｶﾗﾁ<>現場 現場調査 18 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 13 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 18 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 18 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

26 水 3 H4
ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
07:00-08:55

PK300

EOJ・
JICA等

19 H4
ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
07:00-8:55

PK300

EOJ・
JICA等

19 H4
ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
07:00-8:55

PK300

EOJ・
JICA等

19 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 14 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 19 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 19 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

27 木 4 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 20 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 20 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 20 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 15 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 20 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 20 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

28 金 5 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 21 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 21 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 21 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 積算調査 16 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 21 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 21 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

29 土 6 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 22 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 22 H1
ｲｽﾗﾏ>ｶﾗﾁ
19:00-20:55

PK309
現地調査 22 H1 ｶﾗﾁ 積算調査 17 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 現地調査 22 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 22 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 現地調査

30 日 7 H4 ｲｽﾗﾏ 23 H4 ｲｽﾗﾏ 室内作業 23 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 23 H1 ｶﾗﾁ 積算調査 18 H1 ｶﾗﾁ 室内作業 23 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 23 K1 ｶﾗﾁ 調査まとめ

31 月 8 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 24 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 24 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 24 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 19 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 24 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 24
ｶﾗﾁ＞日本
03:35-19:00

移動

2 1 火 9 K
ｲｽﾗﾏ>BKK
19:30-06:15

PK381.TG508

ﾐﾆｯﾂ
・報告
・帰国

25 K1

ｲｽﾗﾏ＞BKK
23:30-10:10
PK371,TG50

8

ﾐﾆｯﾂ
・報告
・帰国

25 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 25 H1 ｶﾗﾁ 現地調査 20 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 25 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

2 水 10
BKK＞日本
08:20-16:00

TG676
移動 26

BKK＞日本
11:20-19:00

TG640
移動 26 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 26 H1 ｶﾗﾁ 現地調査 21 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 26 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

3 木 27 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 27 H1 ｶﾗﾁ 現地調査 22 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査 27 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

4 金 28 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 室内作業 28 H4
ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
11:00-12:55

PK368
調査まとめ 23 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 現地調査 28 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 現地調査

5 土 29 H1 ｶﾗﾁ 結果受領 29 H4 ｲｽﾗﾏ 結果受領 24 H1 ｶﾗﾁ 結果受領 29 H1 ｶﾗﾁ 結果受領

6 日 30 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 30 H4 ｲｽﾗﾏ 調査まとめ 25 H1 ｶﾗﾁ 団内協議 30 H1 ｶﾗﾁ 団内協議

7 月 31 H4
ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
16:00-17:55

PK308
調査まとめ 31 H4 ｲｽﾗﾏ 調査まとめ 26 H4

ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
16:00-17:55

PK308
調査まとめ 31 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

8 火 32 H4 ｲｽﾗﾏ JICA・NHA 32 K1
ｲｽﾗﾏ＞ｶﾗﾁ
23:30-01:25

PK371
調査まとめ 27 H4 ｲｽﾗﾏ JICA・NHA 32 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

9 水 33 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 33

ｶﾗﾁ＞日本
03:35-19:00

PK371,TG508,
640

移動 28 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 33 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

10 木 34 H4 ｲｽﾗﾏ 調査まとめ 29 K1
ｲｽﾗﾏ>22:55

PK852
調査まとめ 34 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

11 金 35 K1

ｲｽﾗﾏ＞BKK
19:00-06:30
(+),PK309,
CX2700

調査まとめ 30
＞日本12:50

PK852
移動 35 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

12 土 36
BKK＞日本
11:20-19:00

TG640
移動 36 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 現地調査

13 日 37 H1 ｶﾗﾁ 室内作業

14 月 38 H1 ｶﾗﾁ 室内作業

15 火 凡例 ： H1=ｶﾗﾁﾎﾃﾙ、H2=ｸｴｯﾀﾎﾃﾙ、H3=ｸｽﾞﾀﾞｰﾙﾎﾃﾙ、H4=ｲｽﾗﾏﾎﾃﾙ、K＝機内泊 39 H3 ｶﾗﾁ>ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

16 水 40 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

17 木 41 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

18 金 42 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

19 土 43 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

20 日 44 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

21 月 45 H3 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ 現地調査

22 火 46 H1 ｸｽﾞﾀﾞｰﾙ>ｶﾗﾁ 結果受領

23 水 47 H1 ｶﾗﾁ 調査まとめ

24 木 48 H1 ｶﾗﾁ 調査まとめ

25 金 49 K1
ｶﾗﾁ＞BKK

23:55CX2700
調査まとめ

26 土 50
BKK＞日本
18:00TG676

移動

月 日

コンサルタント

総括(荒津）
計画管理(西形）

JICA

自然条件調査
(北村)

業務調整
(茨木)

施工・調達計画 /積算
(小石川)

業務主任/道路計画
(井上）

道路設計
(森田)

橋梁計画・設計
(東後)



井上 森田 小石川
日程 作業 日程 作業 日 泊 日程 作業 日 泊 所在 作業 日 泊 日程 作業

6 1 水

2 木 1 移動 1 H1
日本＞ｶﾗﾁ
11:00-20:30
TG641,507

移動 1 H1
日本＞ｶﾗﾁ
11:00-20:30
TG641,507

移動 1 H1
日本＞ｶﾗﾁ
11:00-20:30
TG641,507

移動

3 Fri 1
EOJ・

NHA表敬
2

JICA・
EOJ・NHA

表敬
2 H1

ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
7:00-8:55
PK300

JICA・
EOJ・

NHA表敬
2 H1

ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
7:00-8:55
PK300

JICA・
EOJ・NHA

表敬
2 H1

ｶﾗﾁ＞ｲｽﾗﾏ
7:00-8:55
PK300

JICA・
EOJ・NHA

表敬

4 Sat 2
NHA協議
(午前中）

3
NHA協議
(午前中）

3 H2 ｲｽﾗﾏ
NHA協議
(午前中）

3 H2 ｲｽﾗﾏ
NHA協議
(午前中）

3 H2 ｲｽﾗﾏ
NHA協議
(午前中）

5 Sun 3 団内協議 4 団内協議 4 H3 ｲｽﾗﾏ 団内協議 4 H3 ｲｽﾗﾏ 団内協議 4 H3 ｲｽﾗﾏ 団内協議

6 Mon 4 NHA協議 5 NHA協議 5 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 5 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議 5 H4 ｲｽﾗﾏ NHA協議

7 Tue 5
NHA協

議、議事
録協議

6
NHA協議、
議事録協

議
6 H5 ｲｽﾗﾏ

NHA協
議、議事
録協議

6 H5 ｲｽﾗﾏ
NHA協

議、議事
録協議

6 H5 ｲｽﾗﾏ
NHA協

議、議事
録協議

8 Wed 6
議事録
サイン

7
議事録
サイン

7 H6 ｲｽﾗﾏ
議事録
サイン

7 H6 ｲｽﾗﾏ
議事録
サイン

7 H6 ｲｽﾗﾏ
議事録
サイン

9 Thr 7 EOJ報告 8
JICA・EOJ
報告、移

動
8 H2

ｲｽﾗﾏ>ｶﾗﾁ
19:00-20:55

PK309

JICA・
EOJ報

告、移動
8 H2

ｲｽﾗﾏ>ｶﾗﾁ
19:00-20:55

PK309

JICA・
EOJ報

告、移動
8 H2

ｲｽﾗﾏ>ｶﾗﾁ
19:00-20:55

PK309

JICA・
EOJ報

告、移動

10 Fri 9 移動 9 K
ｶﾗﾁ＞BKK

23:30-
6:30+1

移動 9 K
ｶﾗﾁ＞BKK

23:30-
6:30+1

移動 9 K
ｶﾗﾁ＞BKK

23:30-
6:30+1

移動

11 Sat 10
BKK＞日本
11:20-19:00

TG640
移動 10

BKK＞日本
11:20-19:00

TG640
移動 10

BKK＞日本
11:20-19:00

TG640
移動

パキスタン国国道25号線（カラロ～ワッド間）改修計画基本設計DBD現地説明日程表

道路設計
(森田)

施工・調達計画 /積算
(小石川)

西形
月 日

業務主任/道路計画
(井上）

官団員(JICA)

山浦

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パキスタン国国道 25 号線（カラロ～ワッド間）改修計画基本設計 DBD 現地説明日程表 



資料 3. 相手国関係者リスト 

 

通信省(Ministry of Communication) 

Mr.Firdraus Alam Joint Secretary 次官補 

Mr.Mohammad Abbas Additional Secretary 局長 

Mr.Tahir Sharif Director(Rords) 課長 

   

国道公団（National Highway Authority） 

Mr. Farrukh Javed Chairman 総裁 

Mr. Raja Nowsherwan Member Planning 計画局長 

Mr. Arshad Mahmood ch. General Manager（Design） 設計部長 

Mr. S.A.Latif  General Manager（Planning） 計画部長 

Mr. Asim Amin General Manager （ Procurement & 
Contract） 

調達･契約部長 

Mr. Sabir Hasan General Manager（Balochistan） バロチスタン州管轄
部長 

Mr. Bashtr Ahman Director（Design） 設計課長 

Mr.Mushtaq Khan Director（Environment） 環境課長 

Mr. Sajjad Mehdi Director(Materials) 材料課長 

Mr. Mian N.Mahmud Geometric Specialist 道路設計専門家 

Mr. Muhammad Iqbal Structure Expert 構造専門家 

Mr.Mohammad Khalique Deputy Director（Design） 設計課長補佐 

Mr. Agah Inayat Deputy Director of NHA Khuzdar クズダール事務所 

所長代理 

近藤 升 Adviser JICA 派遣専門家 

 

経済企画統計省（Ministry of Economic Affairs & Statistics） 

Mr.Muhammad Ashraf Khan    Joint Secretary             次官補          

 

バロチスタン州政府(Gouverment of Balochistan) 

Mr.Saleem Raza Balochistan Road Development Sector 

Project Director 

バロチスタン道路 

開発計画部長 

   

クエッタ日本国総領事館（Office of the Honorary Consul-General of Japan 

Syed Nadeem Shah Honorary Consul-General of Japan 日本国総領事 

   

アジア開発銀行（Asian Development Bank） 

Mr. Marshuk Ali Shah Country Dirctor パキスタン国担当 

部長 

Mr.Manzoor Rehman Senior Project Implementation Specalist プロジェクト運営 

専門家 

   

在パキスタン日本大使館 

Matsunaga Takeshi  経済協力開発班班長  

勝尾 嘉仁 二等書記官  

小林 輝夫 二等書記官  

   

JICA パキスタン事務所 

山浦 信幸 パキスタン事務所所長  

三角 幸子 パキスタン事務所次長  

稲葉 光信 所長補佐  

Mr.Sohail Ahmad Senior Programme Officer  



資料４．当該国の社会経済状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



























5.2 基本設計 DBD 現地説明（平成 17 年６月 2日～6月 11 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









資料６. 事業事前計画表（基本設計時） 
 

１ 案件名 

 パキスタン国国道 25 号線（カラロ－ワッド間）改修計画 

 

２ 要請の背景（協力の必要性・位置付け） 

パキスタンイスラム共和国の国道を管理しているのは通信省の下部組織である国道公団

（National Highway Authority:NHA）であり、現在 19 路線の国道を管理している。これらの国道の

総延長は 9,252km で道路網全体の 3.5％に過ぎないが、これらの路線は旅客・貨物の全輸送量の 80％

を支えている。しかし、これら国道の状態は、2001 年の道路状況調査によると、優良 40％、良 11％、

不良／非常に不良が 49％と報告されており、約半分の国道について何らかの改修工事が必要な状況

となっている。NHA はこれらの現状に対処するために、適切な道路維持管理・拡幅・リハビリに

よる既存する道路システムの最適利用化を重点施策の 1 つに挙げている。同施策に沿って策定され

た 2005／2006～2009／2010 年の 5 ヵ年中期投資計画において、既存道路の改修が中心となってお

り、本計画対象区間である国道 25 号線カラロ～ワッド間改修計画も新規の既存道路改修計画とし

て、同投資計画に組み込まれている。 

本計画区間はバロチスタン州を唯一縦断する国道 25 線の一区間である。また、国道 25 号線はア

フガニスタンをはじめ周辺内陸国とカラチ港を最短で結ぶ国際道路としての重要性が年々高まっ

てきている。しかし、同国道の一区間である本計画対象区間については、道路幅員が狭く、見通し

が悪い急カーブは急勾配区間での大型車登坂による大幅な速度低下と無理な追い越しを誘発する

など安全走行に支障をきたしている区間が存在し、毎月平均 10 件程度の交通事故が起こり、安全

走行について大きな問題となっている。 

このような背景にあって、本計画は国道 25 号線カラロ～ワッド間を改修する事により、交通事

故や構造物の極度の老朽化に伴う崩壊による通行止めなどの最悪事態を回避し、同区間の安全な走

行を確保することを目的とする。 

３ プロジェクト全体計画概要             *下線部：本無償資金協力に直接関係する成果、活動および投入

（１） プロジェクト全体計画の目標（裨益対象の範囲及び規模） 

国道 25 号線のカラロ－ワッド間において円滑かつ安全な交通が確保される。 

裨益対象：国道 25 号線の通過するバロチスタン州全住民/裨益人口：約 700 万人 

（２） プロジェクト全体計画の成果 

  対象道路が整備される。 

（３） プロジェクト全体計画の主要活動 

  2006～2009 年の 4 年間でカラロ－ワッド間の道路改修工事を行う。 

（４） 投入（インプット） 

  ア 日本側（＝本案件）：無償資金協力 41.15億円 

  イ 相手国側 

（ア） 事業用地及び仮設用地の確保 

（イ） 資材採取場所の確保 

（ウ） 無償援助により建設されたものの維持管理 

（５） 実施体制 

  実施機関：パキスタン国通信省国道公団（NHA） 

 

４ 無償資金協力案件の内容 

（１） サイト 

  バロチスタン州内の国道 25 号線カラロ－ワッド間道路（延長 96ｋｍ） 

（２） 概要 

  44.8km の道路改修及び 96km 全線での改修緊急度の高い横断構造物の改修 

（３） 相手国側負担事項 

① 事業用地及び仮設用地の確保 

② 建設に必要な手続き 

（４） 概算事業費 

  概算事業費 41.56億円（無償資金協力 41．13億円、相手国側負担 0．43億円） 

（５） 工期 

  詳細設計・入札期間を含め約 54ヶ月（予定） 

 



（６） 貧困、ジェンダー、環境及び社会面の配慮 

関連する地元住民に事業効果等を十分説明し、工事に対する理解を十分に得ておく必要がある。

 

５ 外部要因リスク（プロジェクト全体計画の目標の達成に関するもの） 

洪水、地震など予想を越える災害が発生しない。 

 

６ 過去の類似案件からの教訓の活用 

  特になし 

 

７ プロジェクト全体計画の事後評価に係る提案 

（１） プロジェクト全体計画の目標達成を示す成果指標 

 

 2005 年(現状) 2010 年(計画)

最大勾配（%） 10.4 7.0

最小曲線半径（m） 50 135

 

（２） その他の成果指標 

特になし 

 

（３） 評価のタイミング 

2010 年完工以降 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料７． 収集資料リスト 

 

調査名： パキスタン国国道 25 号線（カラロ～ワッド間）改修計画基本設計調査 

 

番号 名称 資料形態 オリジ

ナル／

コピー

発行機関 発行年 

１ 

 

対象道路地形図 1／50，000 

6 Sheets 

地図 コピー Survey General 

of Pakistan 

1965-1987

2 

 

Flood damages to N25 in July

1995  

報告書 コピー A.A.Associates 不明 

3 

 

District wise statistical 

data 

報告書 コピー 不明 2004年 

4 

 

District profile of school 

census 2003-2004 

報告書 コピー Government of 

Balochistan  

2004年 

7 月 

5 

 

Khuzdar- a district profile 報告書 コピー Government of 

Balochistan  

1997 年 

7 月 

6 

 

General specification 図書 コピー National 

Highway 

Authority（NHA） 

1998 年 

12 月 

7 PC-1 proforma 

Kalat-Quetta-Chaman 

報告書 コピー NHA 2003年 

8 月 

8 

 

Secondardization of bridge 

 

報告書 コピー NHA 2004年 

9 月 

9 Implementation completion 

report on T.S.P 

報告書 コピー World bank 1999 年 

6 月 

10 Project comletion report on 

D.H.P. 

 

報告書 コピー Asian 

development bank 

2002 年 

12 月 

11 Contract MBRP-11005 

completion report 

報告書 コピー NHA 1997 年 

9 月 

12 Progress report on 

Uthal-Kalat section 

報告書 コピー Maintenance unit 

Khuzdar 

2004年 

7 月 

13 Traffic accident report 

from 1998 to 2004 

報告書 コピー Maintenance unit 

Khuzdar 

2004年 

12 月 

14 National highway authority 

Toll operation 

 

報告書 コピー NHA 不明 

15 Bidding documents  報告書 コピー NHA 不明 



番号 名称 資料形態 オリジ

ナル／

コピー

発行機関 発行年 

 

16 Performance report  

2001-02 & 2002-03 

図書 コピー NHA 不明 

17 

 

Typical & special 

drawing(highway) 

図書 コピー NHA 2004年 

4月 

18 Kalat－Quetta section  

material report 

報告書 コピー A.C.C 2004年 

8 月 

19 Kalat－Quetta section  

geotechnical report 

報告書 コピー A.C.C 2004年 

8 月 

20 Kalat－Quetta section  

traffic study report 

報告書 コピー A.C.C 2004年 

7 月 

21 Quetta-Chaman 

traffic study report 

報告書 コピー A.C.C 2004年 

8 月 

22 Traffic count survey report

 

報告書 コピー R.A.M.D 2004年 

8 月 

23 パキスタン国全国総合交通計画

調査報告書 

報告書 コピー アルメック、PCI 1995 年 

2 月 

24 PC-1 proforma Sorab-Kalat &

Uthal-Bela section  

報告書 コピー Sampak Int’l 不明 

25 Report & recommendation on 

Balochistan road development 

sector project  

報告書 コピー Asian 

development bank 

2003年 

10 月 

26  

 

Current situation of the 

assistance by other donor 

報告書 コピー NHA 2005 年 

1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料 8. その他資料・情報 

 

8.1 IEE（環境予備調査）承認レター 

 

8.2 橋梁健全度調査結果 

 

8.3 カルバート健全度調査結果 

 

8.4 現地再委託調査結果概要 

  

１．測量調査 

 

2．既存構造物調査 

 

3．土質調査 

 

4．既存道路状況調査 

 

5．地質調査 

 

6．交通量調査 
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